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徠の主著や漢詩文を精密に読解することで、徂徠 思想 明ら にし、近世日本思想史上あるいは近代日本思想史への連続性や断絶の中で果たした役割を考察す がオーソ
ドックスな研究と言えるだろう。いずれの著述も互いに絡
み合って徂徠の思想を構成している だが、 端的に述べるならば儒学や学問的方法論についてなら 『 則』 『弁道』 『弁名』や『論語徴』 、政治思想に関するものなら『政談』 『太平策』 、詩文に関するものなら『徂徠集』 、兵学 関するも






















園蔵書目録』を静嘉堂本と呼称する） 。この静嘉堂本 用いた研究がほとんど存在しないのは前述の通りだが、そ 一方で静嘉堂本は、いつ、誰が、どのような状況で書写した
ものなのかが明らかではなく、そもそも書写された原『蘐
園蔵書目録』が 当に荻生家の蔵書目録なのかどうかすら、 名以外に判断する材料 見当たら 。そ い 意味
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立年、並びに原本が書写された時期、筆写者に関 記述は見あたらない め現時点 は不明で 内容 いろは
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録』 ）を『日折録』と誤記、 『王季重九種』のうち『避園擬存』が脱落、明の李拭撰『歴代小史』に収められた『艮嶽記』を『退岳録』と表記す などの誤りを確認 。これらは平戸本では見られない誤りである。同じく『歴代小史』に収 された 松漠記聞』を『松』とだけ書いているケースもある。なお平戸本では『松漠紀聞』となっている。
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生の書を覧る毎に、其の骨気俊抜にして、神韻逎上なるこ に歎ず」 「先生 書に於ける 、固より十天
（ママ）
縦の才に由る








れている点にも注目しておきたい。徂徠 著述目録としては 徂徠 『中庸解』 附され 服部南郭の『物夫子著述書目記』 （宝暦三〈一七五三〉年成立。 『南郭先生文集』 〈四編巻之六〉にもあり）がある これから漏 たものや
 － 192 －
後に刊行したものを宇佐美灊水が書き留めたものが『補記』
である。成立時期は明記されていないが『補記』に「余

















集め 整理している点でも静嘉堂本とは大きく異なって た。ほか静嘉堂本に比べると き方が丁寧であり、間違いが少ない点も注目される。
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紙幅の都合で該当箇所のみ挙げた。制作年は不明だが、金
谷が一七七六年に没していることもあり、ここの「荻生先




















を江戸で写し得ていたようだ。書写 たのが「天明六年丙午冬」であり かつ「求郡山侯写」とあ ことから 柳沢家の蔵書目録である『郡山侯蔵書目 を書写し 際に『蘐園蔵書目録』を目にした静山が、年内に貸してもらえる




























七一）年に刊行した『韓文公論語筆解』が収められていることから、静嘉堂本は少なくとも一七七一年以降の成立考えられる。韓愈による 論語』の注釈書は『論語筆解』と『韓文公論語筆解』の二冊が静嘉堂本では確認で るが、二つは同じも ではない。 『韓文公論語筆解』 藍田が『論語筆解』の「真本」として刊行した のであり、それまでは当時において 稀少な書籍であった。
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 何晏『論語集解』 、朱子『論語集注』 、伊藤仁斎『論語古義 を参照・批判しな ら、徂徠が古文辞学を駆使して作上げた『論語』の注釈書が『論語徴』である。藍田は博覧強記で知られた徂徠で ら『論語筆解』の「真本」 見ることができなかったため、 『論語徴』で採用されなかったと述べるように、自身が刊行した『韓文公論語筆解』の希少性に大きな自信を持 ていたこと うかがえるだろう
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ところであり、平戸本は静嘉堂本の第三十七号から第四十号に収められた書籍がちょうど抜けた形になっていることがわかる。第三十八号のみ『詩人玉屑』 『 林広記』等の漢籍が入った書箱であるが、飛ばされ 第三十七号か 第四十号は 『大系図』 『旧事記』 古事記』 、 そして徂徠や金谷の
著作など和書が集められた箱であることが関係するだろう。



































































素書国字解稿 徂徠 杜律譜草 金谷
孫子国字解稿 徂徠 読易草 金谷
風流使者記 徂徠 入易門庭 金谷
呉子国字解未成稿 徂徠 近思録序考 金谷
又 徂徠 洪範筮法 金谷
武田系図 徂徠？ 読易雑抄 金谷
訳文筌蹄 徂徠 膳炊書 金谷
又 徂徠 炙瘡方 金谷
又薬草 不明 薬物斤両 金谷
楽律考証 金谷 読遯史 金谷
文戒 徂徠 読野語 金谷
文集 徂徠？ 漢儒伝経図 金谷
峡中紀行 徂徠 異邦服制 金谷
峡游吟 徂徠？ 管子疑義 金谷
華陽紀事 徂徠 弇州疑義 金谷
文罫 徂徠 滄溟疑義 金谷
雑集 徂徠？ 琉球使者記 金谷？
外書 徂徠？ 明律疑義 金谷
蘐園随筆 徂徠 三国記 不明




丙前稿 徂徠？金谷？ 唐詩典刑 徂徠
呉門稿 徂徠？金谷？
四十七号 六諭衍義 室鳩巣徂徠
有時而昏 徂徠？金谷？ 徂徠詩文集 徂徠
文理三昧 金谷 訳文筌蹄 徂徠
雑著 金谷？ 問槎二種 徂徠学派
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み取ることができる。しかし徂徠の著作については『素書国字解稿』 『孫子国字解稿』 『呉子国字解未成稿』といった兵学書の注釈の稿本や、 『唐詩典刑』 のようなごく初期の詩選集、 甲府の見聞録である『風流使者記』 といった紀行文、『訳文筌蹄』 『問槎二種』 『蘐園随筆』 等の初期から中 にかけての著作は収められているものの、 『弁道』 （享保二 〈一七一七〉年刊）や 弁名』 （享保二〈一七一七〉年刊） 、 『鈐録』 （享保十二〈一七二七〉年自序） 、 『論語徴』 （元文二〈一七三 〉 年刊） などの主著を見ることは出来ない。 静嘉堂本が成立したと推定される時期にはすでに刊行されており、徂徠存命時には少なくとも竹渓による書写の形では荻生家には存していたことは『蘐園雑話』からも読み取ることができる。
 
 




 時の政治問題を語る『政談』のような、特殊な事情をもつ書籍が荻生家 残されていないことは理解できる 他の主著が刊本・写本、草稿の形でも荻生家に残っていない点 不審である。本当に持っ ったのか、何らかの理由で失われたのか、あるいは徂徠の主著は『蘐園蔵書目録』 記載された蔵書とは別の形で 管されており 反映されなかった可能性が挙げられよう。少なくとも静嘉堂本の時期に記載し かった何らかの積極的、あるいは消極的な
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1 ○ 唐詩典刑 徂徠 51 ○ 文集 徂徠詩文集？
2 ○ 画史韻目 徂徠？ 52 度量考 徂徠
3 ○ 華陽紀事 徂徠 53 絶句解 徂徠
4 ○ 風流使者記 徂徠 54 答問書 徂徠
5 ○ 忘憂館課 徂徠？ 55 ○ 孫子国字解 徂徠
6 ○ 文稿 徂徠？ 56 絶句解拾遺 徂徠
7 ○ 峡中紀行 徂徠 57 ○ 訳文筌蹄 徂徠
8 ○ 峡游吟 徂徠？金谷？ 58 ○ 蘐園随筆 徂徠
9 ○ 紫芝社稿 徂徠？金谷？ 59 ○ 文罫 徂徠
10 ○ 丙前稿 徂徠？金谷？ 60 ○ 呉子国字解未成稿 徂徠
11 ○ 呉門稿 徂徠？金谷？ 61 読荀子 徂徠
12 ○ 有時而昏 徂徠？金谷？ 62 読韓非子 徂徠
13 ○ 文理三昧 金谷 63 読呂氏 徂徠
14 ○ 儒解 金谷 64 古文矩 徂徠
15 ○ 書十一篇旁訓 金谷 65 明二直隷十三省考定図 徂徠
16 ○ 魯論愚得解 金谷 66 唐後詩十集 徂徠
17 ○ 博愛心鑑序解 金谷 67 四家雋 徂徠
18 ○ 漢官図譜 金谷 68 明律国字解 徂徠
19 ○ 国語校草 金谷 69 楽制篇 徂徠
20 ○ 管子校草 金谷 70 ○ 楽律考 徂徠
21 ○ 杜律講草 金谷 71 鈐録 徂徠
22 ○ 読易草 金谷 72 ○ 琉球聘使記 徂徠
23 ○ 三器考草 金谷 73 幽蘭譜抄 徂徠
24 ○ 管子疑義 金谷 74 琴学大意抄 徂徠
25 ○ 滄溟疑義 金谷 75 文変 徂徠
26 ○ 弇州疑義 金谷 76 韻概 徂徠
27 ○ 明律疑義 金谷 77 満文考 徂徠
28 ○ 二十一史筆抄 金谷 78 葬礼略 徂徠
29 ○ 入易門庭 金谷 79 詩題苑 徂徠
30 ○ 近思録序考 金谷 80 南留別志 徂徠
31 ○ 洪範筮法 金谷 81 広象棋譜 徂徠
32 ○ 読易雑抄 金谷 82 ○ 素書国字解 徂徠
33 ○ 膳炊書 金谷 83 蘐園十筆 徂徠
34 ○ 炙瘡方 金谷 84 学則 徂徠
35 ○ 薬物斤両 金谷
36 ○ 読遯史 金谷 85 憲廟実録 徂徠
37 ○ 読野語 金谷 86 太平策 徂徠
38 ○ 漢儒伝経図 金谷 87 政談 徂徠
39 ○ 武田系図 金谷？
40 ○ 北畠系図 金谷？ 88 ○ 六諭衍義 徂徠
41 ○ 異邦服制 金谷 89 文命隄碑（堤碑） 徂徠
42 朝鮮来朝記 徂徠？金谷？
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比較すると、静嘉堂本に記載されなかった徂徠の主著の大部分を平戸本では確認することができた。特に『弁道』












1 蘐園録稿 宇佐美灊水 編
2 名公四序 田元俊卿 編
3 唐詩選 李攀竜
4 滄溟尺牘 李攀竜田中蘭陵 校訂
5 文則 服部南郭？
6 詩筌 鷹見爽鳩 編
7 弇州明詩評 王世貞
滝鶴台 点
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安藤東野（一六八三～一七一九） 、山県周南（一六八七～一七五二） 、服部南郭（一六八三～一七五九） 、平野金華（一


































いた。この二人の没後、 「蘐園」の存在感が低下するのはやむを得ないところだろう 春台と南郭が生きている間、金谷は二人をいつも立てていたようだ。樋口徳翁は『日本名家人名詳伝』 （一八九四年）で次のように金谷を紹介している。
 
 

































































 目立った「学問の噂」は聞かないが、あの荻生徂徠の後継者なので、 金谷先生〳〵」と高く持ち上げられている雰囲気が伝わ てくる。とはいえ春台・南郭が没し、 「蘐園」の存在感が下火になっても、なお力のある弟子たちが各地で徂徠学を盛り上げるべくそれぞれの活動を続けていた。特に灊水は徂徠の著作を多数校訂・刊行するなど、徂徠学普及に大きく寄与したはずである。このころの評判記をみてみると、評判記の上位の学者は徂徠の孫弟子、春台や南郭

















料博物館所蔵の『蘐園蔵書目録』と 比較検討を通じて そ ぞれ 特徴 成立年代、成立順の簡単な整理を行い、
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書一覧』 『本朝書籍目録』 『日本書籍考』 『日本書籍目録』 『倭板書籍考』 『合類書籍目録大全』 『和漢軍書要覧』『歴代記録 など、これまでどのような が日本にあったのかを示す和書目録（書籍目録）も記載されている。
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（
20）そもそも荻生家が所蔵していた『陳眉公秘笈』 （『宝顔堂秘笈』 ）は現在知られているものとは大きく内容が異
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